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ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
号
と
い
う
列
車
が
で
き
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
ば
り
の
ス
マ
ー
ト
な
ボ
デ
ィ
ー
。

客
席
も
三
列
で
ゆ
っ
た
り
し
て
お
り
、
飛
行
機

に
乗
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
サ
イ
ド
の
肘

か
け
の
と
こ
ろ
に
ラ
ジ
オ
が
あ
り
、
イ
ヤ
ホ
ー

ン
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
が
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
合
間
に
沿
線
の
説
明
や
旅
行
の
宣
伝
も
入
る
。

窓
外
の
景
色
を
め
で
な
が
ら
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

福
島
県
い
わ
き
市
の
平
は
、
上
野
か
ら
こ
の
ス

ー
パ
ー
ひ
た
ち
号
で
一
四
〇
分
。
平
の
落
ち
つ

い
た
街
並
を
通
り
、
車
で
浜
海
道
を
北
に
進
む

こ
と
十
数
分
、
家
屋
が
と
ぎ
れ
る
と
こ
ろ
に
仁

井
田
川
が
あ
る
。
右
手
に
大
き
な
本
堂
の
瓦
屋

根
が
見
え
る
。
橋
を
渡
っ
て
堤
防
沿
い
に
右
折

す
る
と
す
ぐ
左
に
赤
い
柱
の
山
門
が
見
え
る
。

落
葉
時
で
あ
り
、
境
内
に
あ
る
銀
杏
の
大
樹
の

根
本
は
、
大
き
な
黄
色
の
円
座
を
し
い
た
よ
う

で
趣
が
深
か
っ
た
。
こ
の
寺
が
護
念
山

勝
院
。

祐
天
上
人
の
生
家
、
新
妻
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

『
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
』
に
よ
る
と
、

勝
院

は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
ご
ろ
、
当
地

岩
城
氏
の
一
族
で
あ
る
白
土
隆
軌
が
、
良
十
上

人
を
招
い
て
一
寺
を
建
立
し
、
永
代
常
念
仏
を

念
じ
て
諸
顧
成
就
の
祈
願
道
場
と
し
た
寺
と
い

う
。
新
妻
家
と

勝
院
と
の
関
係
が
い
つ
ご
ろ

で
き
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

勝
院
に

現
存
す
る
伏
鉦
の
銘
に
よ
る
と
、
明
和
五
年
（
一

七
六
八
）
三
月
十
五
日
、
祐
天
寺
六
世
祐
全
上

人
が
、
新
妻
家
先
祖
代
々
諸
精
霊
追
善
と
し
て

常
楽
院
に
寄
附
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
な

る
と
少
く
と
も
明
和
五
年
ま
で
新
妻
家
は
常
楽

院
の
檀
家
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
常
楽
院
は
、

安
全
山
と
い
い
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
良

室
呑
廓
上
人
の
開
山
し
た
寺
で
あ
る
が
、
現
在

は
廃
寺
と
な
り
、

勝
院
と
合
併
し
た
。
こ
う

し
て
新
妻
家
の
墓
地
も
移
転
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
堂
の
右
脇
、
東
側
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
石
碑

が
あ
る
。
中
央
に
は
祐
天
上
人
の
お
名
号
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
が
、
そ
し
て
名
号
の
右
側
に
「
増

上
寺
前
大
僧
正
明
達
社
顕
誉
上
人
愚
心
祐
天
大

和
尚
」、
左
側
に
「
享
保
三
戊
戌
天
七
月
十
五
日 

八
十
六
歳
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
石
碑
の

方
面
に
は
「
楽
誉
浄
安
居
士
」
と
父
重
政
氏
の

法
名
が
、
左
面
に
は
「
松
誉
妙
貞
大
姉
」
と
母

の
法
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
背
面
に
も
何
か
刻

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
全
く
読
め
な
い
。 

 

そ
れ
は
と
も
か
く

勝
院
は
、
元
禄
年
間
か

ら
祐
天
上
人
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

勝
院
什
物
の
仏
具
や
新
妻
家
の
借
用
状
案
な

ど
は
、
そ
の
よ
い
証
拠
と
い
っ
て
よ
い
。
半
鐘

は
庫
裡
玄
関
の
左
手
、
周
り
廊
下
の
角
に
ポ
ー

ル
を
た
て
、
そ
れ
に
吊
っ
て
あ
る
。
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
七
月
に
祐
天
上
人
が
寄
進
し
た

も
の
で
あ
る
。
鐘
に
は
「
新
田
村

勝
院
什
物
」

と
あ
り
、
鋳
物
師
の
西
嶋
伊
賀
守
の
名
も
刻
ま

れ
て
い
る
。
ま
た

勝
院
に
は
大
き
な
双
盤
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
新
田
村

勝
院
什
物
と
あ
り
、

祐
天
上
人
が
三
界
万
霊
追
善
の
た
め
寄
進
し
た

こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
年
代
は
記
さ
れ
て
な

い
が
、
作
者
は
粉
河
屋
久
左
衛
門
と
あ
る
。
お

そ
ら
く
江
戸
の
職
人
で
あ
ろ
う
。 

 

祐
天
上
人
は
菩
提
寺
に
仏
具
ば
か
り
で
は
な

く
、
多
類
の
金
子
も
寄
附
し
て
い
る
。『
新
妻
家

文
書
』
案
に
よ
る
と
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

七
月
、
井
上
河
内
守
正
経
は
、

勝
院
の
常
念

仏
料
七
十
両
を
借
り
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

金
は
新
妻
小
左
衛
門
政
明
の
附
助
金
で
あ
る
が
、
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利
子
の
額
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
借
金
の

証
人
と
し
て
飯
嶋
左
内
以
下
五
人
が
連
署
し
て

い
る
。
ま
た
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
十
月
に

は
、
牧
野
越
中
守
貞
長
が
、

勝
院
の
不
断
念

仏
料
七
百
両
を
借
り
て
い
る
。
こ
の
金
は
祐
天

上
人
が
元
禄
年
中
（
一
六
八
八
－
一
七
〇
三
）

菩
提
寺
の

勝
院
に
、
永
久
に
念
仏
を
続
け
て

供
養
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
つ
ま
り
不
断

念
仏
の
布
施
と
し
て
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

証
文
の
受
取
人
は
、
祐
天
寺
御
役
僧
中
と
、

勝
院
な
ら
び
に
常
念
仏
の
施
主
新
妻
小
左
衛
門

政
明
の
三
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
個
人
的
な

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
金
を
牧
野
は
一
年
間
、

月
一
割
の
利
子
で
借
り
て
い
る
。
し
か
も
こ
の

間
に
所
替
が
あ
れ
ば
全
額
支
払
う
が
、
常
念
仏

料
は
大
切
な
金
子
で
あ
る
か
ら
、
万
が
一
の
こ

と
を
考
え
て
、
上
仁
井
田
・
下
新
田
・
上
戸
田
・

下
戸
田
・
狐
塚
・
長
友
・
名
木
・
上
片
寄
・
下

片
寄
等
の
対
々
を
担
保
に
入
れ
、
も
し
借
金
の

返
済
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
村
々
か
ら

の
入
米
の
う
ち
、
千
七
百
石
を
さ
し
あ
げ
る
よ

う
に
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
千
七
百
石
の
利
子

を
か
せ
げ
る
元
金
が
ど
の
ぐ
ら
い
価
値
の
あ
る

も
の
か
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
祐
天
上
人
は
、
ま
だ
若
か
っ
た

元
禄
年
間
に
、
多
額
の
費
用
を

勝
院
に
寄
附

し
、
先
祖
新
妻
家
の
菩
提
を
弔
う
と
と
も
に
、

や
が
て
自
分
の
菩
提
を
も
弔
っ
て
も
ら
う
逆
修

の
布
施
、
さ
ら
に
は
三
界
万
霊
の
諸
精
霊
を
弔

う
た
め
の
常
念
仏
料
と
し
て

勝
院
に
多
額
の

金
を
寄
附
し
て
い
る
。
形
の
上
で
は
そ
の
施
主

は
新
妻
家
と
な
っ
て
い
る
が
、

勝
院
と
祐
天

寺
が
責
任
を
も
っ
て
こ
の
金
を
貸
し
つ
け
、
そ

の
利
子
が
常
念
仏
の
興
行
、
あ
る
い
は

勝
院

の
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か

ら

勝
院
に
と
っ
て
祐
天
上
人
は
大
檀
越
で
あ

る
。
そ
の
た
め
今
で
も
本
堂
は
祐
天
上
人
の
御

影
堂
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
本
尊
阿
弥
陀
様

の
前
に
、
葵
の
紋
の
つ
い
た
厨
子
に
入
っ
て
い

る
祐
天
上
人
を
安
置
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
童
顔
に
緋
衣
を
着
し
、
七
条
袈
裟
を

つ
け
ら
れ
た
祐
天
上
人
像
は
、
今
な
お
参
詣
者

に
あ
た
た
か
く
ほ
ほ
え
み
か
け
、
救
済
の
手
を

さ
し
の
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 


